
第682号　2019年６月１日（土）

●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。
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（1）

☆組織の概況（4月30日現在）　組合員総数　6万2857人（4月の新加入者176人）　出資金総額　16億0219万4600円（1人平均　2万5490円）

主な記事 ２面 「無料・低額診療事業」ご紹介 ５面 咳エチケット ８面 総務部の役割
　
看
護
介
護
部
で
は
、
第
一
中
学
区

中
心
に
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
５
人
体
制
で
、
組
織
部
、
健
生

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
ま
ち
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
在

介
セ
ン
タ
ー
）
第
一
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
第
一
包
括
）、
看
護

介
護
部
の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
が
情
報
を
出
し
合
い
、

地
域
の
課
題
と
改
善
が
必
要
な
事
柄

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
度
は
、
町
会
や
地
域

の
組
合
員
さ
ん
と
協
力
し
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
２
ヵ
所
開
設
し

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
継
続
で
き
て

い
る
の
は
１
ヵ
所
で
す
が
、
今
後
も

新
た
な
開
設
を
目
指
し
て
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
も
進
め
て
お
り
、

２
０
１
９
年
度
は
「
認
知
症
の
徘
徊

模
擬
訓
練
」
に
も
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　地
域
訪
問
で
実
態
を
知
る

　

最
も
重
要
な
活
動
は
在
介
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
地
域
訪
問
で
、
組
織

部
職
員
が
同
行
訪
問
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
和
徳
小

学
校
区
と
時
敏
小
学

校
区
を
担
当
し
て
お

り
、
無
作
為
に
全
戸

訪
問
し
高
齢
者
の
実

態
把
握
や
見
守
り
を

し
て
い
ま
す
。
実
態

把
握
の
内
容
は
、
健

康
上
の
問
題
と
医

療
・
介
護
の
利
用
状

況
、
生
活
上
の
困
り

ご
と
、
支
援
の
必
要

性
の
有
無
な
ど
で

す
。
気
に
な
る
点
や

支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
第
一

包
括
に
情
報
提
供
し

対
応
し
て
も
ら
い
ま

す
。
介
護
や
医
療
問

題
の
他
、
孤
立
、
暴

埋
も
れ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
、
看

護
介
護
部
の
基
幹
会
議
で
も
共
有
し

私
た
ち
の
理
念
や
役
割
を
再
確
認
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
常
業
務
の

繁
雑
化
や
診
療
報
酬
制
度
の
縛
り
に

よ
り
、
職
員
が
恒
常
的
に
地
域
に
出

る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
極
め
て
厳

し
い
状
況
で
す
。
津
軽
保
健
生
協
の

強
み
で
あ
る
地
域
組
合
員
の
存
在
こ

そ
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て

い
く
鍵
と
な
り
ま
す
。
仲
間
増
や
し

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
活
動
で

も
あ
り
ま
す
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り

が
、
組
合
員
で
あ
る
無
し
に
関
係
な

く
近
隣
の
方
々
に
関
心
を
持
ち
、「
心

配
性
」「
お
せ
っ
か
い
」
と
思
わ
れ
る

こ
と
を
恐
れ
ず
に
、「
気
に
な
る
事

柄
」
を
居
住
地
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
津
軽
保
健
に
情
報
発
信
す

る
だ
け
で
も
、「
い
の
ち
の
章
典
」＊

の
実
践
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
職
員
と
地
域
組
合
員
の
「
参
加
と

協
同
」
に
よ
り
、「
い
の
ち
や
人
間

と
し
て
の
尊
厳
を
守
る
」
生
協
活
動

を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
看
護
介
護
部
長
・
加
藤
あ
け
み
）

「
参
加
と
協
同
」に
よ
る
住
み
続
け

�

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

力
・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
拒
否
）・
虐
待
、

そ
し
て
経
済
状
況
や
、
後
見
人
に
関

す
る
問
題
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ

り
、
保
護
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
訪
問
す
る
こ
と
で
入
浴
や
買

い
物
、
通
院
な
ど
日
常
生
活
に
関
わ

る
地
域
の
問
題
も
見
え
て
き
ま
す
。

　粘
り
強
い
働
き
か
け

　

印
象
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

医
療
や
日
常
生
活
に
お
い
て
強
力
に

支
援
が
必
要
な
状
態
に
も
関
わ
ら

ず
拒
否
が
強
く
、
地
域
で
も
対
応
に

困
っ
て
い
た
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
に
粘
り
強
く
働
き
か
け
た

結
果
、
健
生
病
院
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
前
に

健
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
情

報
共
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
Ｅ
Ｒ
で
の
受
け
入
れ
は
ス

ム
ー
ズ
で
し
た
。
入
院
後
は
ほ

と
ん
ど
拒
否
す
る
こ
と
な
く
ケ

ア
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

無
事
に
退
院
し
施
設
に
入
居
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　地
域
の
組
合
員
が
重
要

　
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
れ

ば
潜
在
し
て
い
る
問
題
を
早
期

に
発
見
で
き
、
多
職
種
に
よ
る

支
援
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
ほ
と
ん
ど

無
く
、
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
生

活
し
て
い
る
高
齢
者
が
地
域
で

告　示
2019年６月１日

津軽保健生活協同組合
理事長　安田　肇

議案
第１号議案　第68期事業報告、決算関係書類等の承認に関する件
第２号議案　第69期事業計画、予算の承認に関する件
第３号議案　役員報酬の承認に関する件

第94回通常総代会の開催
定款50条の規定により、通常総代会を
下記の日程で開催いたします。

日時　2019年6 月22日（土）
　　　　　午前9時30分から午後4時
場所　板柳町多目的ホール「あぷる」
　　　板柳町大字灰沼字岩井61
　　　TEL ０１７２-72-１８００

＊
「
い
の
ち
の
章
典
」
と
は
…

　

医
療
福
祉
生
協
連
が
、
憲
法
を
も
と

に
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
と
社
会
保

障
の
充
実
を
め
ざ
す
、
私
た
ち
の
権
利

と
責
任
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

看
護
介
護
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
チ
ー
ム
の
活
動

〔
お
知
ら
せ
〕
７
月
号
は
、「
総
代
会
記
事
」掲
載
の
た
め
、
10
日
ほ
ど
配
達
が
遅
れ
ま
す
。

高

齢者のお宅を訪問してい
ます
！

玄関口で対話



健生介護センター
虹

2-35-7611

健生介護センター 虹
住宅介護支援事業所
2-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
2-36-8833

訪問看護ステーション
ふじしろ支所
2-36-5581

健生訪問看護ステーション
ちとせ支所
2-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
2-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
2-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
2-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
2-31-1203

院 所案内は
５−４面です

健　生　病　

2019年６月１日（土）　第682号 （2）健　　　康

東京医大が2017年２月に行った
医学部の一般入試で、女子受験者の得
点を一律に減点し、合格者数を抑えて
いたことが大きく報道されました。
津軽保健には多くの女性医師が働い
ています。健生病院には2018年７
月末の時点で、常勤非常勤合わせて
20名の女性医師が在籍していまし
た。法人としての育児休業制度の整備
や、医局独自の病児保育体制など、こ
の間、女性医師が働きやすいシステム
を作ってきた成果だと思います。
病院が女性医師より男性医師を雇用
したがるのは当然なことなのでしょう
か。健生病院の女性医師を見ると、皆
大変優秀で、大きな声では言えません
が、どうも男性医師を上回っているよ
うに思われます。実は、これは私だけ
の考えではありません。女性医師が担
当した患者は、男性医師の担当患者と
比較して死亡率が低いという研究結果
が、カリフォルニア大学ロサンゼルス
校の津川友介氏らにより2017年に
発表されました（大竹文雄・平井啓編
著「医療現場の行動経済学」東洋経済
新報社による）。
2011年から2014年に緊急入院し
た65歳以上のアメリカ人130万件
のデータを用いて、担当医の性別によ
る死亡率の差について分析しました。
患者の重症度と医師の性別以外の要
因、たとえば経験年数や出身大学など

の影響を取り除いた上で、同じ病院に
勤務する男性医師と女性医師を比較す
ると、入院30日以内の死亡率は、担
当医が男性医師の場合が11.5%、女
性医師の場合が11.1%と 0.4%女性
医師が低く、これは、偶然や誤差では
かたづけられない差であることが示さ
れました。
0.4%という差はたいしたことはな
いと思われるかもしれませんが、この
数字は、アメリカでの65歳以上の高
齢者の、過去10年間の死亡率の低下
と全く同じ、すなわち、この間の医療
技術の進歩と同等ということになりま
す。
医療には大きな不確実性を伴いま
す。薬の投与や手術を行っても100%
治るとは限りません。逆に副作用や合
併症が起こるかもしれません。常に思
い通りにならない環境での意思決定を
強いられます。女性医師は男性医師と
比較すると、医療における不確実性を
なるべく低く抑えたい。そのために、
患者の話をじっくり聞き、診療ガイド
ラインを遵守する傾向があるとされま
す。これが死亡率の差につながったの
ではないかと考察されています。
もちろん女性医師と比較して、体力
など男性医師が上回る要素もあるわけ
ですが、それぞれの性の特性を認め、
多様性を容認することが医療の質向上
のために必要だと思います。

理事長 安 田 　 肇

�

女 性 医 師 の 特 性 も …

4
月
定
例
理
事
会

【
報
告
事
項
】

⃝

３
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

３
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
生
協
連
第
63
回
通
常
総
会
代
議
員
選
出

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕　

⃝

２
０
１
９
年
度
夏
季
一
時
金
支
給
に
つ
い
て

⃝

定
款
の
改
定
（
理
事
定
数
の
変
更
）

⃝

第
94
回
通
常
総
代
会
に
付
議
す
べ
き
事
項

⃝

役
員
報
酬
審
議
会
の
設
置

【
協
議
事
項
】

⃝

第
94
回
通
常
総
代
会
議
案
書
（
案
）

【
学
習
企
画
】

⃝

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
開
設
お
よ
び
介
護
事

業
の
再
編
に
つ
い
て

（5／2）

6
月
の
主
な
行
事
予
定

６
／
４
～
８　

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

６
／
９　

弘
前
城
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
健
康
チ
ェ
ッ
ク

６
／
22　

第
94
回
通
常
総
代
会

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

６／１(土)　北東支部　支部総会●中央公民館相馬館
６／８(土)　木造新田支部　支部総会●やすらぎ温泉
６／13･27(木)　和徳支部　サロンつくし●生協会館

「
無
料
・
低
額
診
療
事
業
」の
ご
紹
介

　
津
軽
保
健
生
協
は
、
１
９
５
２
年
創
設
以
来
「
お
金
の
あ
る
な

し
で
命
が
差
別
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」、「
い
の
ち
の
平
等
」
を
掲

げ
て
医
療
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
無
料
・
低
額
診
療
事
業
は
、
生
活
保
護
基
準
の
１
３
０
％
以
下

の
方
は
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
無
料
に
な
り
、
１
５
０
％
以
下

の
方
は
半
額
負
担
に
な
る
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
事
業
で
す
。

　
健
生
病
院
（
健
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）、
藤
代
健
生
病
院
、

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
津
軽
医
院
・
健
生
五
所
川
原
診
療
所
、
健
生

黒
石
診
療
所
に
お
い
て
、
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

無
料
・
低
額
診
療
事
業
の
決
定
ま
で

1 

相 

談

　
こ
の
事
業

の
適
用
に
つ

い
て
、
担
当
者
が
事
情
を
お

聞
き
し
ま
す
。（
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
い
た
し
ま
す
）

　
お
話
の
内
容
に
よ
り
、
ま

ず
は
様
々
な
公
的
な
制
度
利

用
が
可
能
な
場
合
は
、
そ
の

手
続
き
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
無
料
・
低
額
診
療
事
業

の
利
用
が
必
要
と
さ
れ
た
場

合
は
申
請
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

2 

審
査 

決
定

　
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
適
用
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

無
料
・
低
額
診
療
制
度

は
、
生
活
が
改
善
す
る
ま
で

の
一
定
期
間
の
措
置
で
す
。

公
的
な
制
度
や
社
会
資
源
の

活
用
、
生
活
改
善
の
方
向
を

医
療
費
で
お
困
り
の
方
、

�

ぜ
ひ
ご
相
談
を
！

見
つ
け
て
、
一
緒
に
生
活
を

立
て
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
無
料
・
低
額
に
な
る
の

は
、
あ
く
ま
で
実
施
医
療

機
関
で
の
お
支
払
い
分
で

す
。
薬
局
で
の
お
支
払
い

や
、
健
康
診
断
・
診
断
書

な
ど
保
険
の
効
か
な
い
部

分
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
食
事
代
や
病
衣

代
等
も
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。

健
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

医療生活相談室

・�

公
的
制
度
、
社
会
資
源
な
ど
の
ご
相
談
（
介
護

保
険
制
度
、
転
院
先
な
ど
）

・
医
療
費
や
生
活
費
の
心
配
に
つ
い
て

・�

年
金
・
医
療
保
険
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
無
料
・
低
額
診
療
事
業
に
つ
い
て

健
生
病
院
１
階
正
面
入
り
口
か
ら

右
に
お
越
し
下
さ
い
！

医師を目指す高校生、受験生を
ご紹介ください

■医学生 特別奨学生 一般奨学生

入学金貸与 有り（1年時のみ） なし
奨学金貸与額 20万円/月 10万円/月
定員 各学年5名 制限なし

返還免除の条件 卒業時に返還義務が生じますが青森民医連加盟事業所に
勤務すると返還が免除されます

勤務期間 契約期間の1.5倍 契約期間の1.0倍

■高卒生 コース① コース②

貸与額 10万円/月 20万円/月

医学生・高卒生　奨学金制度

詳しくは青森県民主医療機関連合会　弘前事務所（医師医学生課）まで
� ☎0172-34-5455

各 支 部 予 定

健康サポートセンター・スタッフ



健生介護センター
虹

2-35-7

健生介護センター 虹
住宅介護支援事業所
2-84-2

健生訪問看護ステーション
た ま ち
2-36-88

訪問看護ステーション
ふじしろ支所
2-36-55

健生訪問看護ステーション
ちとせ支所
2-53-65

健生ヘルパーセンター
か け は し
2-39-7

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
2-32-8

地域生活支援センター
ぴ あ す
2-31-2

弘前市第一地域
包括支援センター
2-31-1203

院 所案内は
５−４面です
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い
き
い
き

診
療
所�

健
生
黒
石
診
療
所

ヘ
ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
話

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

Vol.
92

健生病院
高橋咲 医師

　
健
生
黒
石
診
療
所
は
、
南

黒
ブ
ロ
ッ
ク
の
支
部
の
中
で

も
黒
石
支
部
を
中
心
と
し
た

組
合
員
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
を
し
て
い
ま
す
。
４
月

21
日
は
青
森
ワ
イ
ナ
リ
ー
ホ

テ
ル
（
大
鰐
）
に
て
黒
石
支

部
の
２
０
１
９
年
度
支
部
総

会
へ
参
加
を
し
て
来
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
当
診
療
所
が
黒

　
４
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
、
研
修
一
年
目

の
高
橋
咲
で
す
。
今
回
は
私

が
今
年
初
め
て
参
加
し
た
ヘ

ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
話
を
書
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
の
３
月
に
医
師
国
家

試
験
の
合
格
が
わ
か
り
、
健

生
病
院
へ
就
職
が
決
ま
っ
た

後
、
そ
の
先
忙
し
く
な
る
で

あ
ろ
う
日
々
に
備
え
る
た
め

に
、
髪
を
60
㎝
ほ
ど
切
り
ま

し
た
。

　
実
は
２
０
１
５
年
秋
頃
か

ら
ず
っ
と
伸
ば
し
放
題
に
し

て
い
ま
し
て
、
そ
の
間
一
度

も
髪
に
鋏
を
入
れ
ず
に
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
仕

事
を
す
る
と
な
れ
ば
当
直
も

あ
り
、
髪
が
長
い
ま
ま
で
は

手
間
も
か
か
り
障
り
も
あ

る
。
い
っ
そ
ば
っ
さ
り
切
る

な
ら
何
か
使
い
道
は
な
い
か

と
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ヘ

ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

取
り
組
み
の
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。「
切
っ
た
髪
で
ウ

イ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）
を
つ
く

り
、
脱
毛
症
な
ど
の
病
気
や

が
ん
治
療
の
影
響
で
頭
髪
に

悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
」
と
い
う
取

り
組
み
だ
そ
う
で
、
人
間
の

髪
で
作
る
ウ
イ
ッ
グ
は
、
人

工
の
毛
と
は
や
は
り
見
た
目

の
自
然
さ
や
使
い
心
地
が
違

う
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
弘

前
で
も
寄
付
が
で
き
る
と
の

こ
と
で
、
こ
う
し
た
形
で
も

患
者
様
の
役
に
立
て
る
の
で

あ
れ
ば
と
思
い
、
髪
を
寄
付

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

寄
付
の
基
準
は
31
㎝
以

上
、
ロ
ン
グ
ヘ
ア
の
ウ
イ
ッ

グ
を
作
る
に
は
50
㎝
以
上
と

決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
生
来
の
ず
ぼ
ら
が
高
じ

て
伸
び
切
っ
た
髪
は
、
３
年

半
の
う
ち
に
お
尻
に
届
く
ほ

ど
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
美

容
師
さ
ん
も
「
こ
ん
な
に
長

い
髪
を
う
ち
か
ら
寄
付
に
出

す
の
は
初
め
て
だ
！
」
と

言
っ
て
い
て
、
髪
を
切
り
に

行
く
の
を
忘
れ
が
ち
な
こ
と

が
欠
点
だ
と
思
っ
て
い
た
私

石
市
委
託
事
業
の
救
急
当
番

担
当
の
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
職
員
の
参
加
は
６
名
と

例
年
よ
り
少
な
い
参
加
と
な

り
ま
し
た
が
、
黒
石
支
部
か

ら
の
参
加
者
を
合
わ
せ
る
と

75
名
の
参
加
者
で
し
た
。

谷
口
医
師
の
健
康
講
座

　
毎
年
恒
例
の
医
師
に
よ
る

健
康
講
座
は
、
現
在

診
療
所
で
後
期
研
修

中
の
谷
口
毅
医
師
に

よ
る
「
皮
膚
疾
患
に

つ
い
て
」。
ス
テ
ロ
イ

ド
剤
の
塗
り
方
や
帯

状
疱
疹
に
つ
い
て
会
場
か
ら

の
質
問
が
数
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。
講
座
の
後
は
黒
石
支

部
の
２
０
１
８
年
度
ま
と
め

と
２
０
１
９
年
度
方
針
を
全

体
で
確
認
し
ま
し
た
。

協
同
で
地
域
づ
く
り

　
支
部
総
会
で
確
認
が
さ
れ

た
活
動
目
標
の
中
の
一
つ

に
、
診
療
所
の
花
壇
整
備
が

あ
り
ま
す
。
今
年
は
５
月
８

日
に
黒
石
支
部
の
皆
様
の
ご

協
力
の
下
、
診
療
所
の
花
壇

に
花
々
が
植
え
ら
れ
外
観
が

一
層
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

花
壇
の
入
れ

替
え
は
、
今

年
は
２
～
３

回
予
定
さ
れ

て
お
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
や
職
員

に
よ
っ
て
花

壇
の
管
理
を

行
い
ま
す
。

今
年
も
た
く

さ
ん
の
花
々

を
植
え
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
健
生
黒
石

診
療
所
は
職

員
一
同
、
医

療
生
協
の
事

業
所
と
し
て
、

地
域
支
部
と

の
協
同
の
力
で
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

（
事
務
長
・
波
多
野
宏
行
）

は
、
こ
ん
な
こ
と
で
も
お
役

に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
の
だ

な
あ
と
不
思
議
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
ま
っ
す
ぐ
な
髪
な

ら
ば
き
っ
と
ウ
イ
ッ
グ
用
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
す
よ
」
と

美
容
師
さ
ん
に
太
鼓
判
を
頂

い
た
私
の
髪
で
す
が
、
私
の

髪
が
ど
こ
か
で
誰
か
の
役
に

立
て
る
よ
う
に
、
髪
の
主
で

あ
る
私
自
身
も
、
能
力
を
伸

ば
し
て
い
き
、
医
師
と
し
て

ま
っ
す
ぐ
育
っ
て
い
っ
て
、

患
者
の
み
な
さ
ま
の
役
に
立

て
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

藤代健生病院
家族教室のご案内

会場・藤代健生病院　デイケア棟２階　多目的室
お問い合わせ・参加希望　地域連携室　℡0172-36-5181

時間＊ともに９時30分～11時30分の開催です。　　参加費＊無料です。

「アディクションとの関わり」
　◦６月８日（土）
　　講師：石黒かおり看護長

「依存症を知っていますか？」
　◦６月22日（土）
　　講師：千石利広医師

①
職
員
の
対
応

ご
意
見　

精
神
科
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
が
皆
、
親
切
で
優
し

く
て
良
い
で
す
ね
。
い
つ
も

長
い
時
間
話
を
聞
い
て
く
れ

る
の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま

す
。
そ
れ
と
受
付
の
方
が
言

葉
遣
い
な
ど
と
て
も
て
い
ね

い
で
い
い
と
思
う
。（
同
趣

旨
、
ほ
か
に
２
通
あ
り
）

《
回
答
》
お
ほ
め
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
接
遇
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

②
施
設
・
設
備

ご
意
見　

駐
車
場
で
す
が
、

ど
こ
に
停
め
た
か
分
か
ら
な

く
な
る
時
が
あ
り
ま
す
。
区

画
の
番
号
と
か
立
て
て
も
ら

い
た
い
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

持
っ
た
お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
っ
こ
し
て
階
段
を
降

り
て
い
ま
す
。
な
ん
で
ス

ロ
ー
プ
に
し
な
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
車
椅
子
の
方
も

い
ま
す
。

《
回
答
》
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
駐
車
場
の
目
印
と
ス

ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
設
置

に
向
け
て
検
討
中
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
を
お

連
れ
の
方
や
車
椅
子
の
方

は
、
正
面
玄
関
前
に
「
お
も

い
や
り
駐
車
場
」
と
し
て
優

先
駐
車
場
を
設
け
て
お
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
後
と

も
患
者
様
が
快
適
に
通
院
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ご
意
見　

病
院
か
ら
貸
し
て

も
ら
っ
た
タ
オ
ル
が
粗
く
て

肌
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
顔

が
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
の
で
も
う

少
し
柔
ら
か
い
タ
オ
ル
が
良

い
で
す
。

《
回
答
》
ご
不
快
な
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
い
、
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
業
者
と
相
談
し

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

③
そ
の
他

ご
意
見　

弘
前
の
国
民
健
康

保
険
料
は
高
す
ぎ
る
。
年

間
、
年
金
の
１
割
強
を
医
療

費
に
取
ら
れ
て
は
や
っ
て
い

け
な
い
。
健
生
病
院
で
も
署

名
活
動
を
す
る
べ
き
で
は
？

《
回
答
》
国
保
料
に
つ
い
て

は
多
く
の
患
者
様
か
ら
ご
相

談
を
受
け
て
お
り
、
当
院
と

し
て
も
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
ま
す
。「
国
保
料
の
引
き

下
げ
要
請
署
名
」
に
取
り
組

み
、
現
在
は
署
名
コ
ー
ナ
ー

に
署
名
用
紙
を
置
い
て
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
意
見　

待
つ
間
、
巨
大
ス

ク
リ
ー
ン
の
イ
ル
カ
の
泳
ぐ

画
面
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い

る
。
医
療
生
協
は
、
く
ら
し

ガ
ラ
ス
窓

◆�「
虹
の
投
書
箱
」に
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
と
回
答
を
、
要
約

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
◆

と
直
に
結
び
つ
い
て
い
る
組

織
で
す
の
で
ス
ク
リ
ー
ン
で

生
協
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

と
思
う
の
で
す
。（
１
）
医

師
を
増
や
し
よ
り
よ
い
医
療

を
進
め
る
た
め
に
、
組
合
加

入
と
出
資
増
資
の
こ
と
を
呼

び
か
け
る
。（
２
）
市
民
が

学
べ
る
絶
好
の
場
で
あ
る
は

ず
。
く
ら
し
を
と
り
ま
く
情

勢
の
解
説
を
。

《
回
答
》
現
在
は
、
医
療
に

関
す
る
情
報
や
季
節
の
映

像
、
休
診
の
お
知
ら
せ
な
ど

を
流
し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘

の
（
１
）、（
２
）
に
つ
き
ま

し
て
内
容
を
検
討
し
、
配
信

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
３
・
４
月
受
付
分
か
ら
］

職
員
の
対
応
＝
12
件
。
施

設
・
設
備
＝
６
件
。
そ
の
他

９
件
。
う
ち
要
望
・
苦
情
＝

17
件
。
合
計
＝
27
件
で
し
た
。

�

健　

生　

病　

院　

長

�

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長

講演する谷口医師

75名参加でにぎやかに

組
合
員
と
職
員
が
力
を
合
わ
せ

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す



健 生 病 院
72-55-7717

藤代健生病院
72-36-5181

健生クリニック
72-55-7707

津 軽 医 院
72-62-3101

健生五所川原診療所
73-35-2542

健生黒石診療所
72-53-3015

生 協 本 部
72-33-7515

組合員センター
72-35-8933

事業所案内は
７−２面です

健

生

病

院

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.kensei-hp.jp/
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目
標
達
成
に
向
け
て
行
動
を

相
馬
支
部
支
部
総
会

4
／
5

「
津
軽
に
生
き
る
」
視
聴
し
感
動
！

支
部
総
会

4
／
26

文
京
支
部

お
し
ゃ
べ
り
ハ
ウ
ス

セ
ラ
バ
ン
ド
で
ス
ト
レ
ッ
チ

病
院
前　

花
壇
整
備 

4
／
17

5
／
8

東
中
支
部

五
中
支
部

　

東
中
支
部
で
は
毎
月
１

回
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、
お
し
ゃ

べ
り
ハ
ウ
ス
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
ス
タ
ー

ト
、
４
月
17
日
は
セ
ラ
バ
ン

ド
を
使
用
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
と
、
看
護
師
に
よ
る
健

り
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
手
作
り
の
昼
食

後
、
同
じ
く
運
営
委
員
で
看

護
師
の
鎌
田
さ
ん
に
よ
る
健

康
相
談
会
。
認
知
症
に
つ
い

て
、
原
因
や
症
状
、
家
族
の

対
応
の
仕
方
な
ど
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
質
問
し
や
す
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
を
大
切
に

し
て
、
様
々
な
事
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　
「
お
し
ゃ
べ
り
ハ
ウ
ス
」

は
城
東
団
地
集
会
所
で
毎
月

第
３
水
曜
日
午
前
11
時
か
ら

午
後
２
時
ま
で
実
施
し
て
い

　
４
月
５
日
、
相
馬
ふ
れ
あ

い
館
に
て
相
馬
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
、
組
合
員
36
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
来
賓
あ
い
さ
つ
で

は
八
島
将
仁
組
織
部
長
を
招

き
、
健
生
病
院
の
経
営
状
況

や
組
合
員
活
動
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
部
か
ら
の
要
望

で
「
出
資
金
の
仕
組
み
」
に

つ
い
て
も
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
者
か
ら
は
「
出
資

金
っ
て
寄
付
じ
ゃ
な
い
ん

だ
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
、

改
め
て
出
資
金
の
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。

康
相
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
セ
ラ

バ
ン
ド
が
予
想
以
上
に
硬
く

難
し
い
。
そ
れ
で
も
み
ん
な

で
笑
い
な
が
ら
楽
し
く
挑
戦

し
ま
し
た
。
極
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
「
ま
た
来
月

も
や
ろ
う
！
」
と
盛
り
上
が

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
組
織
部
・
金
枝
（
０
１
７

２

－

３５

－

８
９
３
３
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

�

（
事
務
局
長
・
一
戸
礼
子
）

　
後
半
は
、
２
０
１
８
年
度

の
活
動
報
告
と
２
０
１
９
年

度
の
活
動
方
針
・
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
討
議
を
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
四
課
題
実
績
が

停
滞
気
味
の
た
め
、
今
年
度

は
目
標
値
を
下
げ
、
少
し
で

も
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う

に
頑
張
ろ
う
と
意
思
統
一
を

図
り
、
こ
れ
ま
で
つ
な
が
り

が
な
い
地
域
と
も
つ
な
が
り

を
作
り
た
い
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　
提
案
に
つ
い
て
は
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
支
部
長
・
大
澤
き
み
）

　
年
に
一
回
、
無
料
集
団
健

診
の
た
め
、
健
生
病
院
に
向

か
う
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
中
で

一
人
ひ
と
り
に
尿
検
査
の

コ
ッ
プ
を
渡
す
班
長
さ
ん

…
。
津
軽
保
健
生
協
創
立
二

十
周
年
記
念
事
業
（
昭
47

年
）
の
一
つ
と
し
て
制
作
し

た
「
津
軽
に
生
き
る
」
の
ひ

と
こ
ま
で
す
。

　
文
京
支
部
は
、
４
月
26
日

に
開
催
し
た
支
部
総
会
の
前

に
こ
れ
を
視
聴
し
ま
し
た
。

初
め
て
観
た
方
は
24
名
中
21

名
で
し
た
。

　
元
職
員
か
ら
は
「
懐
か
し

い
人
に
出
会
え
た
」、
元
役

員
か
ら
は
「
知
っ
て
い
る
方

が
７
名
も
い
た
」、「
み
ん
な

若
い
な
あ
」
な
ど
の
感
想
が

　
５
月
８
日
、
晴
れ
て
さ
わ

や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
て
い

る
健
生
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

前
の
花
壇
に
今
年
も
き
れ
い

な
花
を
植
え
ま
し
た
。

　
五
中
支
部
の
組
合
員
が
９

名
、
病
院
職
員
が
２
名
、
組

織
部
員
が
１
名
の
参
加
で
し

た
。

　
２
年
目
な
の
で
、
手
際
よ

く
作
業
が
で
き
ま
し
た
。
皆

様
ご
存
知
の
よ
う
に
、
花
壇

は
細
長
い
の
で
、
花
が
デ
コ

ボ
コ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
支

柱
を
立
て
、
糸
を
張
っ
て
、

巻
き
尺
で
寸
法
を
測
っ
て
植

え
ま
し
た
。

　
穴
を
掘
る
係
、
水
を
入
れ

る
係
、
花
を
入
れ
て
土
を
か

ぶ
せ
る
係
、
そ
し
て
最
後

は
、
全
体
に
満
遍
な
く
、

た
っ
ぷ
り
と
水
を
か
け
て
お

し
ま
い
で
す
。

　
今
年
は
、
花
壇
の
東
側
に

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
西
側
に

ベ
ゴ
ニ
ア
、
中
央
に
サ
ル
ビ

ア
を
植
え
ま
し
た
。

　
去
年
と
は
、
少
し
違
っ
た

色
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
基

本
、
１
週
間
に
１
回
位
の
水

や
り
や
花
壇
の
清
掃
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

曜
日
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、「
健
康
」
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
か
ら
、
五
中
支
部
以

外
の
組
合
員
さ
ん
の
お
手
伝

い
も
大
歓
迎
で
す
。

�

（
事
務
局
長
・
平
山
忠
衛
）

…
。

　
新
し
い
発
見
。
津
軽
に
多

い
脳
卒
中
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
。
機
能
回
復
だ
け
で

な
く
、
患
者
自
身
が
社
会
復

帰
で
き
る
仕
事
場
を
求
め
、

県
庁
に
請
願
活
動
を
し
た
様

子
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
あ
る
方
の
感
想
を
紹
介
し

ま
す
。
…
「
医
療
を
民
衆
の

手
に
」
の
思
い
が
津
川
武
一

氏
を
中
心
に
し
て
運
動
と
な

り
、
健
生
病
院
に
結
実
し
た

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま

だ
医
療
が
民
衆
の
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
進
め
る
た
め

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
事
務
局
長
・
木
村
鐵
雄
）

健康相談もありました

なかなか難しいセラバンド

病院を訪れる方にいやしを！

私たちが植えました DVD上映に感動の参加者

組織部長から経営状況など説明
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健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
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健生黒石診療所
0172-53-3015
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医療情報

第  　 回11 ～周りの人にうつさないために～
咳エチケット

　健生病院　安全管理室
　　　　　・感染管理者

� 北山　優子

「咳エチケット」はインフルエンザや風邪の
ように咳やくしゃみを介して感染する病原体
を周囲の人々に拡げないようにするために、
症状がある人自身が行うマナーです。

エチケット１.普段から咳が
出るときはマスクをする

咳が出る人はマスクをして病
原体をまき散らさないようにしま
す。人が多く集まる場所（学校・
職場や病院受診の際など）に行く
場合は必ずマスクをしましょう。
また、マスクをしていても、鼻と
口の両方が確実に覆われていなけ
れば効果がありません。正しい方
法でマスクを着用しましょう。

エチケット 2.ティッシュや
腕の内側を用いる

とっさの咳やくしゃみの際に
マスクがない場合は、ティッシュ
や腕の内側などで口と鼻を覆い、
顔を他の人に向けない。マスクが
ない場合の代替法として行いま
す。

エチケット 3.すぐに蓋付きの
ゴミ箱に捨てる

鼻汁・痰などを含んだティッシュは咳・
くしゃみの飛沫や鼻汁には病原体が大量に
含まれています。使用したティッシュ持ち
歩かずにすぐに捨てましょう。

エチケット 4.手のひらは
すぐに洗う

手で咳やくしゃみを受け止めると手にも
病原体が付着します。そのままドアノブなど
周りの環境に触れると、そこに病原体が付着
します。何も知らずに別の人がまたその場所
に触れ、そのまま眼や鼻の粘膜を擦ると、そ
こから体内に入り込んで感染してしまうこと
があります。このような手を介した感染を防
ぐことも大切です。
周囲の人への感染を防ぐためのマナーと

して、ぜひ咳エチケットを実践しましょう。

人が咳やくしゃみをすると、病原体を含
んだ粒（飛沫）が飛び散ります。飛沫は２メ
ートル程度拡散しますので、咳やくしゃみを
した人から半径２メートル以内にいる人には
飛沫が到達します。飛沫の中にインフルエン
ザなどが含まれていると、周辺にいる人々の
鼻腔や口腔から侵入して感染してしまいます。

すくすく
エンジェル
すくすく
エンジェル
４ヵ月健診のあかちゃんたちです

相馬　薫さん・吏
り よ

芳ちゃん
元気に育ってね！！

佐々木慧美さん・羚
れ お

生ちゃん
優しくて強い子に育ってね！

下山　有沙さん・瑠
る き と

希斗ちゃん
好き嫌いのない子に

育ってね♡

齊藤　希さん・愛
め い な

乃ちゃん
生まれて来てくれて
ありがとう♡

佐藤真里子さん・遥
は る と

仁ちゃん
元気にすくすく育ってね！

清野　真紀さん・陽
よ う た

汰ちゃん
兄弟となかよく
元気に育ってね♡

三上舞綾香さん・乃
の あ

蒼ちゃん
すくすく健康に育ってね。

齋藤　実穂さん・柚
ゆ あ

愛ちゃん
愛して愛されて
元気に育ってね。

八木橋　舞さん・凛
り と

冬ちゃん
凛冬♡元気にそだってね♡

舘山祐里香さん・維
ゆ い と

人ちゃん
兄弟仲よく健康に育ってね。

小野　瑞恵さん・平
た い し ん

真ちゃん
兄弟仲よく

一緒に過ごそうね。

菊池　安里さん・南
み な と

心ちゃん
すこやかに育ってね！

成田亜紀乃さん・理
り と

人ちゃん
一緒にがんばろう。

山城　絵菜さん・祐
ゆ の

望ちゃん
すくすく元気に育ってね☆

斉藤有希子さん・まりあちゃん
やさしく素直に育って！

三浦　華澄さん・寧
ね ね

々ちゃん
大すきよ♡愛してる♡

小田桐知美さん・碧
あ お

ちゃん
元気に育ってね♡

岩渕　愛果さん・登
と あ

輝ちゃん
元気に大きく育ってね！

相馬　和霞さん・雪
ゆ き な

那ちゃん
お兄ちゃん達と仲良くね！

湯沢　彩花さん・柊
と あ

亜ちゃん
大きくなってね！

笹野　沙耶さん・想
そ う ご

護ちゃん
元気に育ってね！

福士　愛弓さん・冬
ゆ ら

桜ちゃん
橋本先生、助産師さん、

ありがとう
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“
ふ
る
さ
と
は
祭
り
の
後
の
花
筏
”
あ
ど
は

4

4

4

だ
り
4

4

し
た
く
な
る
よ
う
な
城
の
桜
が
満
開
で

す
。
郷
土
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

パ
ズ
ル
〝
ハ
ナ
イ
カ
ダ
〟
に
寄
せ
て

 

平
川
市　

菊
池　

覚

　

長
い
冬
が
あ
る
か
ら
春
が
待
ち
遠
し
い
。
そ

し
て
今
年
も
弘
前
公
園
の
桜
が
き
れ
い
で
し
た
。

春
、
桜
咲
く

弘
前
市　

安
田　

高
子

　

桜
が
散
る
頃
に
は
、
リ
ン
ゴ
の
花
が
咲
き
始

め
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
畑
の
仕
事
も
忙
し
く

な
っ
て
く
る
の
で
、
頑
張
ら
な
い
と
！

忙
し
く
な
る
畑
仕
事

平
川
市　

長
谷
川
江
里
子

　

新
入
職
員
た
ち
の
写
真
を
見
て
、
何

だ
か
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
若
い
力
を
発
揮
し
て
、
病
院

を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

若
い
力
に
期
待
！

弘
前
市　

赤
い
り
ん
ご　

　

大
事
な
大
好
き
な
夫
が
逝
き
、
沢
山

の
人
に
支
え
ら
れ
三
回
目
の
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

三
回
目
の
春

弘
前
市　

あ
り
が
と
う　

　

春
か
ら
夏
へ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
や
す
い
季

節
と
な
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
栽
培
の
ハ
ウ
ス
が

あ
る
所
を
通
る
と
中
か
ら
音
が
流
れ
て
い
ま

す
。
ラ
ジ
オ
で
す
。
ラ
ジ
オ
は
耳
で
聞
き
、
脳

で
考
え
脳
の
老
化
を
防
ぐ
よ
う
で
す
。
高
齢
の

女
性
た
ち
、
畑
で
一
休
み
。
話
に
花
を
咲
か
せ

脳
を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
・
会
話
で
認
知
症
予
防

つ
が
る
市　

蝦
名　

憲
英

　

下
町
支
部
栄
町
い
ず
み
班
は
、
班
レ
ク
で
メ

バ
ル
御
膳
ツ
ア
ー
を
計
画
、
支
部
ニ
ュ
ー
ス
で

知
ら
せ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
組
合
員
の
Ｊ
さ

ん
か
ら
班
の
手
配
り
さ
ん
に
「
行
き
た
い
。
増

資
も
し
た
い
」
と
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
事
務
局
長
と
班
の
Ｗ
さ
ん
と
訪

問
。
18
年
前
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
ご
主
人
へ
の

心
の
こ
も
っ
た
治
療
、
看
取
り
に
大
変
感
謝
。

ご
自
身
も
そ
の
後
体
調
を
こ
わ
し
、
今

は
酸
素
吸
入
器
が
離
せ
な
い
の
で
活
動

に
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
「
縁

を
切
り
た
く
な
い
！　

つ
な
が
っ
て
い

た
い
」
と
、
増
資
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
班
っ
て
い
い
な
ぁ
。

健
生
と
「
つ
な
が
っ
て
い
た
い
」
か
ら
と

弘
前
市　

五
十
嵐
吉
美

　

最
近
、
自
動
車
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見

ま
す
ね
。
私
も
運
転
す
る
の
で
、
決
し
て
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
免
許
取
り
た
て
の
頃

は
、
助
手
席
に
大
切
に
し
て
い
る
お
人
形
を
乗

せ
て
い
ま
し
た
。
運
転
が
て
い
ね
い
に
な
る
の

で
お
勧
め
で
す
。

気
を
つ
け
よ
う
、
運
転
は

平
川
市　

み
た
ら
し

　

家
は
農
家
で
、
４
人
で
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
今
は
あ
ち
こ
ち
の
た
ん
ぼ
で
ト
ラ
ク
タ
ー

の
運
動
会
の
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
風
景
を
見
な

が
ら
お
仕
事
で
き
る
の
も
、
毎
月
の
健
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
へ
の
通
院
で
診
て
も
ら
え
る
先
生
方

へ
、
感
謝
、
感
謝
で
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
動
会

弘
前
市　

相
馬　

昭
子

　

こ
れ
か
ら
初
夏
に
向
け
、
散
歩
に
よ
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
健
康
や
、
気
分
転
換
に
と
、

毎
日
続
け
た
い
で
す
ネ
。

散
歩
に
よ
い
季
節弘

前
市　

土
谷　

人
美

　

最
近
は
、
お
気
に
入
り
の
曲
を
聞
き
な
が
ら

料
理
す
る
の
に
ハ
マ
ッ
て
ま
す
。
う
っ
か
り
作

り
す
ぎ
て
、
近
所
の
人
に
配
っ
た
り
し
て
ま
す

（
笑
）。

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
作
り
す
ぎ
？

弘
前
市　

ミ
ケ
ね
こ

　

亡
く
な
っ
た
、
主
人
の
母
が
、
黒
石

診
療
所
の
デ
イ
ケ
ア
、
訪
問
介
護
に
は

何
年
も
お
世
話
に
な
り
、
自
分
が
家
で

世
話
す
る
の
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
読
者
サ
ロ
ン
」
は
た
く
さ
ん
の
方
の

お
話
が
読
め
て
良
い
で
す
。

デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
介
護

黒
石
市　

北
山　

礼
子　

　

５
月
の
Ｇ
Ｗ
に
、
長
女
が
生
ま
れ
た
男
の
子

を
連
れ
て
里
帰
り
を
し
て
い
ま
す
。「
す
く
す

く
エ
ン
ジ
ェ
ル
～
４
ヵ
月
健
診
」
の
写
真
、
と

て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
で
す
ね
。
孫
は
ま
だ
２
ヵ

月
に
な
っ
た
ば
か
り
。
元
気
に
育
つ
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
元
気
に
育
て
！

青
森
市　

小
野　

透

　

５
月
１
日
か
ら
令
和
と
な
り
ま
し
た
。
で
も

実
感
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で

天
皇
の
言
葉
や
儀
式
を
見
て
、「
令
和
か
ぁ
」

と
思
う
く
ら
い
。
そ
ん
な
私
は
も
う
す
ぐ
２
児

の
母
に
な
り
ま
す
。
令
和
元
年
ベ
ビ
ー
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
と
対
面
し
た
ら
実
感
す
る
の
か
な
？

　

と
に
か
く
お
め
で
と
う
令
和
元
年
！

お
め
で
と
う
！　

令
和
元
年
！　

平
川
市　

そ
う
た
マ
マ

　

帰
省
し
た
息
子
と
久
し
振
り
の
至
福

の
時
間
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

ち
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
会
え
る
ま
で
な

が
～
い
な
～
。

♪
ま
た
会
え
る
日
ま
で
～
！

弘
前
市　

Ｋ
子

　

孫
が
４
月
よ
り
介
護
士
と
し
て
勤
め
て
お
り

ま
す
。
５
月
よ
り
早
番
が
あ
り
、
朝
６
時
前
に

家
を
出
て
、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
祖
母
と
し

て
見
守
り
な
が
ら
、
声
が
け
し
か
で
き
ま
せ
ん

が
、
人
と
し
て
成
長
を
望
み
ま
す
。「
気
を
つ

け
て
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
!!
」

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！！弘

前
市　

秋
桜

　

原
発
・
核
燃
は
本
当
に
さ
よ
な
ら
し
た
い
! 

ふ
く
れ
あ
が
る
建
設
費
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
も
行
き
詰
っ
て
い
る
の
に
、
さ
よ
な
ら
し
な

い
の
は
お
か
し
い
!

さ
よ
な
ら
、
原
発
・
核
燃
！

鶴
田
町　

巨
人
の
星

　

引
っ
越
し
て
き
て
10
年
。
去
年
、
大
鰐
の
空

き
家
を
か
た
づ
け
た
時
に
、
こ
ど
も
の
ラ
ン
ド

セ
ル
が
出
て
き
た
。
来
年
入
学
す
る
孫
に
見
せ

て
あ
げ
よ
う
と
思
う
。
今
年
も
空
き
家
の
か
た

ず
け
に
行
く
。

３
世
代
の
ふ
れ
あ
い弘

前
市　

一
期
一
会

　
「
内
科
か
ら
の
紙
風
船
」
を
読
ん
で
、
考
え

ま
し
た
。
最
近
、
80
代
の
交
通
事
故
が
多
発
し

て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
大
丈
夫

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
一
層
気
を
つ
け
て
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
層
気
を
つ
け
た
い弘

前
市　

黒
滝　

弘

　

毎
回
「
読
者
サ
ロ
ン
」
を
読
み
ま
す
。
皆
さ

ん
の
文
を
声
に
出
し
て
自
分
に
読
み
聞
か
せ
て

い
る
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
て
も
上
手
な
の
で

感
心
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

声
に
出
し
て
読
み
聞
か
せ

弘
前
市　

ア
ッ
プ
ル
お
ば
さ
ん

　
“
虹
”
に
い
る
母
親
が
、
今
月
92
歳

に
な
り
ま
す
。
昭
和
を
生
き
、
平
成
を

生
き
、
新
た
な
令
和
も
生
き
て
、
も
っ

と
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

も
っ
と
長
生
き
を
…

平
川
市　

石
坂
勝
三
郎

　

毎
回
、「
紙
風
船
」
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
特
に
「
認
知
症
と

医
療
選
択
」
で
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。

「
内
科
か
ら
の
紙
風
船
」

弘
前
市　

葛
西　

康
夫

　

い
つ
も
「
健
康
」
を
楽
し
く
拝
読
。
お
届
け

く
だ
さ
る
方
々
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

月
号
の
「
認
知
症
と
医
療
選
択
」
を
拝
読
し
、

先
生
方
の
ご
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。
小
生
も

傘
寿
を
す
ぎ
、
い
つ
認
知
症
に
な
ら
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
。
今
か
ら
で
も
準
備
し
て
お
か
な

け
れ
ば
、
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

先
生
方
の
ご
苦
労
が
…

弘
前
市　

一
戸　

晃

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
６
月
15
日
必
着
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２

−

２

−

１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

�

（
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
）

　
Ｅ
メ
ー
ル  kenkou

@
r66.7-d

j.com

応
募
方
法

す。〈投稿のお誘い〉身のまわりのこと、健康のこと、何でも「おたより」歓迎しま

読者サロン

１
窓
か
ら
見
え
る
眺
め

４
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ほ
ぐ
す

５
北
海
道
富
良
野
市
が
有

名
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
作
用
が

あ
る
香
り
の
ハ
ー
ブ

６
賞
状
な
ど
を
丸
め
て
収
め

る
７
シ
ュ
ウ
マ
イ
に
つ
け
る
と

ピ
リ
ッ
と
し
て
美
味
し
い

２
み
わ
け
る

３
一
緒
に
飲
む
と
薬
が
の
ど

を
通
り
や
す
い

４
―
―
―
―
に
恵
ま
れ
る
。

「
す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
」

に
載
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
５
海
に
浮
か
び
、
お
腹
の
上

で
貝
を
割
っ
て
食
べ
る
動

物 《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

7

4

3

《ヒント》
二人の門出を祝う

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）�

一
戸　
　

晃

�

尾
張　

礼
子

�

角
田　
　

篤

�

幸
山　

明
人

�

三
ヶ
田
幸
子

（
青　

森　

市
）�

小
野　
　

透

（
平　

川　

市
）�

菊
池　
　

覚

�

長
谷
川
江
里
子

（
黒　

石　

市
）�

北
山　

礼
子

（
五
所
川
原
市
）�

徳
田　

洋
光

第
681
号
（
５
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ハ
ナ
イ
カ
ダ
＝
花
筏
」

1

5

6

2

7

4

3

レ

サ
ダ
メ

イ
デ
ン
シ

ワ

カ

セ

ナ
ン
カ
イ

ト
ン
ビ

ハ



（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所 案 内 は
５−４面です

第682号　2019年６月１日（土）（7） 健　　　康

藤代健生病院 弘前市藤代２丁目１２-1

☎0172-36-5181
受付時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午　
　

前

8：30

～

11：30

牧　口 千　石 牧　口 牧　口 牧　口
交
代
制

吉　田 吉　田 森　山 千　石 吉　田
関　谷 関　谷 関　谷 関　谷 森　山

〈アディクション外来〉
坂　本 坂　本 〈アディクション外来〉

坂　本 千　葉

午　
　

後

13：00

～

15：30

牧　口 千　石 〈物忘れ外来〉牧 口 武　田 〈物忘れ外来〉牧 口
吉　田 吉　田 森　山 千　石 吉　田
武　田 千　葉 関　谷 武　田

精神科、神経科、放射線科、リハビリテーション科
○専門外来（アルコール、物忘れ）　　　診療科目

津 軽 医 院 青森市浪岡字浅井２０５
☎0172-62-3101

受付時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午前 8：30～11：30 石　森 石　森 石　森 石　森 石　森 石森または
健生病院医師

午後 14：00〜16：00 石　森 石　森 往　診 石　森 健生病院医師

夜間 17：00〜18：00 石　森 石　森

内科、循環器科、消化器科、呼吸器科、理学療法科、放射線科
○通所リハビリテーション（定員40名）
○介護療養型老人保健施設（定員18名）

診療科目

健生五所川原診療所 五所川原市一ツ谷５０８-7
☎0173-35-2542

受付時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午前 8：30～12：00 津　川 津　川 津　川 津　川 津　川 支援医師

午後 14：00〜16：00 津　川 津　川 津　川 津　川

夜間 17：00〜18：30 津　川

午前・午後の診療および健康診断はご予約下さい。　第１、第５土曜日は休診日となります。

内科、胃腸科、呼吸器科、放射線科、循環器科
○通所リハビリテーション（定員20名）

（介護予防）訪問リハビリテーション 居宅療養管理指導
 予防居宅療養管理指導 

診療科目

介　　護
サービス

2019年６月１日～外来診療の案内外来診療の案内外来診療の案内

健生黒石診療所 黒石市ちとせ３-６

☎0172-53-3015
受付時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

午前 8：40～11：30 坂戸・長谷川・谷口 坂戸・長谷川・谷口 坂戸・谷口 坂戸・谷口・松井 坂戸・長谷川 坂戸または長谷川
または谷口

午後 14：00〜15：30 往　診 往　診 往　診 坂戸・松井 往　診

夜間 17：00〜18：30 谷　口 坂　戸

内科、小児科、呼吸器科、消化器科、　循環器科、
神経内科、放射線科、在宅医療、専門外来（禁煙）診療科目

お
知
ら
せ

各
事
業
所
の

＊日中や時間外に緊急で受診が必要な場合は、「健生病院　救急外来」をご利用ください。何日も前から症状がある場合や、詳しい検
査を希望する場合は、必ず平日の一般外来を時間内に受診していただくようお願いします。

＊休診日：日・祝日、年末年始（12月30日〜１月３日）、メーデー（５月１日）、創立記念日（８月１日）、お盆（８月13・14日）

健生病院 受付時間 診察開始 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

整形外科
（予約制）

午前
のみ

8：00～　　
11：00まで 9：00～ 相馬

那須
木村

〈予約のみ〉
木村
那須

相馬
〈予約のみ〉

木村
金子 休診

午後
【予約制】
13:30 ～
ﾘｳﾏﾁ外来
（相馬）

診療案内の訂正・お詫び
　５月号（681号）７面掲載の「外来診
療の案内」に一部誤りがありました。整形
外科の金曜日、担当医師名が誤って記載さ
れましたので、訂正して掲載いたします。
　関係者の皆様には大変失礼致しました。
お詫び申し上げます。

担当医師は変更
することがあります



2019年６月１日（土）　第682号 （8）健　　　康

看護師・准看護師 募集
2019 年　10 月採用

2020 年　４月採用

７月６日　土曜

８月 17 日　土曜

新卒助産師

〈出願先〉

新卒看護師

既卒看護師 既卒准看護師

総務部では、職員が十分に専門の知識や技術
を発揮し、安全・安心な医療・介護・福祉を提供
できるよう、働きやすい環境を整え、医療・介護
活動が円滑に行われるようサポートする業務を行
っています。また、理事会・総代会の運営や出資
金の管理など、業務が多岐に渡っているため、分
担制で行っています。お互いフォローしあいなが
ら、チームで日々の業務に取り組んでいます。

主な業務内容をご紹介いたします。
◆人事・労務管理	 各種保険手続き、職員採用、

入退職手続き、職員情報管
理、給与・賞与、勤怠管理、
年末調整、職員給与・賞与
計算、共済手続き

◆運営・届出	 理事会・総代会の資料作成、
官公庁・公的機関への届出、
登記、各種会議・法人内行事
の運営、社会保障を守る運動

◆出資金管理	 出資金・建設組合債管理
◆車 輛	 組合員バス・事業所間定期便

の運行、車輛管理
◆管理・保管	 建物・設備管理、印章管理、

契約書管理、文書管理
◆庶 務	 備品発注、修繕対応、電話・

来客応対、出張、慶弔対応など

「ひと」とのつながりを大切に
職員の入職から退職に関わる業務や、組合員

からお預かりしている出資金業務、事業所と地域
の方々を繋ぐ組合員バスの運行業務などを行って
います。

各事業所や他部署とのコミュニケーションを

大切にし、連携をとりながら業務を行っていま
す。また、法人内外の窓口として、常に相手の立
場に立って考え、思いやりの心を持った対応を心
がけています。

よりよい医療・介護・福祉の
提供を実現するために

総務部の業務には、法人内規程や法律・法令
が深く関係しています。法律は不変のものではな
く、関連する新しい法律ができたり、罰則が厳し
くなったりする場合もあります。毎年様々な分野
で行われる法改正の動向を把握し、新しい知識を
身につけることも、総務部の役割のひとつです。
これからも「縁の下の力持ち」として支え続けた
いと思っています。

何かございましたら、いつでも総務部へ…。
今後ともよろしくお願いいたします。
� （事務・佐藤　綾子）

縁の下の力持ち

20名のスタッフが活躍中！

Vol.16

職場紹介

総務部の役割

楽しい お料理楽しい お料理
☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

野呂美奈子　

健生病院
栄養士

永田　賢司　

１人分当たり　エネルギー248Kcal　塩分1.7ｇ
ベビー帆立とじゃが芋のチリソース

＜材料４人分＞

ベビー帆立20個　片栗粉適量　揚げ油

じゃが芋中２個　ピーマン２個　葱１/２本　生姜１かけ

A（ケチャップ大さじ４　酒大さじ１　醤油小さじ２

　砂糖小さじ１　豆板醤小さじ１）　

油大さじ１　だし汁２カップ　水溶き片栗粉（片栗粉大

さじ１　水大さじ１）

＜作り方＞

❶ベビー帆立は片栗粉をまぶし、180℃の油で２～３

分揚げる。

❷じゃが芋は皮をむき、一口大に切り茹でておく。

❸ピーマンは一口大、葱と生姜はみじん切にする。

❹フライパンに油をひき、生姜とピーマンを炒めてか

ら、帆立とじゃが芋、だし汁を加えひと煮立ちさせる。

合わせておいたAの調味料と葱を加え、水溶き片栗粉

根 菜 ク ッ キ ー

＜材料＞約40枚分

小麦粉　80ｇ　マーガリン30ｇ　砂糖20ｇ　

ごぼう　20ｇ　人参60ｇ

＜作り方＞

❶オーブンを170℃に余熱しておく。

❷ごぼう、人参は皮をむきすりおろして水気をしっ

かり絞る。

❸小麦粉、マーガリン、砂糖を袋に入れ混ぜ合わせ、

まとまるまでこねる。

❹❸に❷を入れ更にこねる。

❺クッキングペーパーを２枚切り、袋から出した❹
をはさんで５mm位の厚さまで薄くのばす。

❻❺を型抜きし、170℃のオーブンで20分位焼く。

1人分当たり（約10枚）　エネルギー210Kcal　塩分1.2ｇ

でとろみをつける。

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・「健康」新聞が２部届いている時…。
・組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

🅐

🅐

🅑

🅑


